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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１および第２の電話交換装置と、課金装置とを有する電話交換システムであって、
　前記第１の電話交換装置が、接続された端末から呼の発信要求を受信した場合、前記呼
ごとに発番する呼番号と発信側の電話交換機である前記第１の電話交換装置の識別情報と
を含む一意の通話識別情報を発番し、前記端末の接続先である前記第２の電話交換装置に
前記通話識別情報を送信する第１の送信手段と、
　前記第１の電話交換装置が、前記端末から呼の切断要求を受信した場合、前記通話識別
情報および前記端末の通話に対する第１の課金情報を前記課金装置に送信すると伴に、前
記切断要求を前記第２の電話交換装置に送信する第２の送信手段と、
　前記第２の電話交換装置が、前記切断要求を受信した場合、前記通話識別情報および前
記端末の通話に対する第２の課金情報を前記課金装置に送信する第３の送信手段と、
　前記課金装置が、受信した前記通話識別情報に基づいて、前記第１および第２の課金情
報を集計し、前記端末の呼の課金情報とする課金手段と、
を具備することを特徴とする電話交換システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の電話交換システムにおいて、
　前記課金手段は、前記第１および第２の課金情報と伴に受信した前記通話識別情報を基
準として、前記通話識別情報ごとに集計し、前記通話識別情報が一致する課金情報の合計
を前記端末から行われた呼の課金情報とすることを特徴とする電話交換システム。
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【請求項３】
　請求項１に記載の電話交換システムにおいて、
　前記第１および第２の電話交換装置は、専用線および公衆網に接続可能であり、
　前記第１の電話交換装置は、前記通話識別情報および前記端末の通話に対する第１の課
金情報と伴に、前記端末および前記専用線間の通話方向を特定する第１の通話方向特定情
報を前記課金装置に送信し、
　前記第２の電話交換装置は、前記通話識別情報および前記端末の通話に対する第２の課
金情報と伴に、前記専用線および前記公衆網間の特定通話方向を特定する第２の通話方向
特定情報を前記課金装置に送信することを特徴とする電話交換システム。
【請求項４】
　請求項３に記載の電話交換システムにおいて、
　前記課金手段は、前記第１および第２の通話方向特定情報と前記通話識別情報とに基づ
いて前記第１および第２の課金情報が同じ呼の課金情報であるとみなすことにより、前記
端末および前記専用線間の第１の課金情報と、前記専用線および前記公衆網間第２の課金
情報とを合計し、前記端末から前記専用線を経て前記公衆網までのすべての課金処理を行
うことを特徴とする電話交換システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の電話交換システムにおいて、
　前記通話識別情報は、前記呼ごとに発番する呼番号と前記第１の電話交換装置の識別情
報とを連続して繋いだ文字列であることを特徴とする電話交換システム。
【請求項６】
　接続された端末の呼の課金情報を課金装置に送信する電話交換装置であって、
　前記端末から呼の発信要求を受信すると、前記呼ごとに発番する呼番号と発信側の電話
交換機である前記第１の電話交換装置の識別情報とを含む一意の通話識別情報を発番し、
前記端末の接続先の電話交換装置に前記通話識別情報を送信する第１の送信手段と、
　前記端末から呼の切断要求を受信すると、前記通話識別情報および前記端末の通話に対
する第１の課金情報を前記課金装置に送信すると伴に、前記切断要求を前記接続先の電話
交換装置に送信する第２の送信手段と、
　前記切断要求を受信すると、前記通話識別情報および前記端末の通話に対する第２の課
金情報を前記課金装置に送信する第３の送信手段と、
を具備することを特徴とする電話交換装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の電話交換装置において、
　専用線および公衆網に接続する接続手段と、
　前記通話識別情報および前記端末の通話に対する第１の課金情報と伴に、前記端末およ
び前記専用線間の通話方向を特定する第１の通話方向特定情報を前記課金装置に送信する
第４の送信手段と、
　前記通話識別情報および前記端末の通話に対する第２の課金情報と伴に、前記専用線お
よび前記公衆網間の特定通話方向を特定する第２の通話方向特定情報を前記課金装置に送
信するする第５の送信手段とをさらに具備することを特徴とする電話交換装置。
【請求項８】
　請求項６に記載の電話交換装置において、
　前記通話識別情報は、前記呼ごとに発番する呼番号と前記電話交換装置の識別情報とを
連続して繋いだ文字列であることを特徴とする電話交換装置。
【請求項９】
第１および第２の電話交換装置と、課金装置とを有する電話交換システムで用いられる課
金方法であって、
　前記第１の電話交換装置が、接続された端末から呼の発信要求を受信すると、前記呼ご
とに発番する呼番号と発信側の電話交換機である前記第１の電話交換装置の識別情報とを
含む一意の通話識別情報を発番し、前記端末の接続先である前記第２の電話交換装置に前
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記通話識別情報を送信する第１の送信ステップと、
　前記第１の電話交換装置が、前記端末から呼の切断要求を受信すると、前記通話識別情
報および前記端末の通話に対する第１の課金情報を前記課金装置に送信すると伴に、前記
切断要求を前記第２の電話交換装置に送信する第２の送信ステップと、
　前記第２の電話交換装置は、前記切断要求を受信すると、前記通話識別情報および前記
端末の通話に対する第２の課金情報を前記課金装置に送信する第３の送信ステップと、
　前記課金装置は、受信した前記通話識別情報に基づいて、前記第１および第２の課金情
報を集計し、前記端末の呼の課金情報とする課金ステップと
を含むことを特徴とする課金方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば電話交換システムにおける課金処理に係り、特に、取り纏め装置に
おける課金処理を容易にする電話交換装置、電話交換システムおよび課金方法に関する。

【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の交換機が中継接続される電話交換システムにおいては、以下のような課金
処理が開示されている。すなわち、発信交換局から専用線を介して中継交換局を経て着交
換局に転送し、公衆網に呼が接続される場合、通話終話時に、発信交換局および中継交換
局で、呼毎に自交換局コードをそれぞれ付与し、課金情報と伴に、全段の交換局に課金情
報を加算しながら転送し、公衆網ゲートウェイ交換局にて一連の呼の課金処理を行う（例
えば特許文献１）。
【特許文献１】特許第３５９１１００号。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上述した技術では、それぞれの交換局で課金情報を加算処理して転送しなけ
ればならない。また、呼毎に自交換局コードをそれぞれ付与するため、データ量が増大し
、課金処理も煩雑になるという問題がある。
【０００４】
　そこで、この発明の目的は、統一した通話識別情報を用いて、１つの課金装置で集計し
、課金処理を行うことが可能な電話交換装置、電話交換システムおよび課金方法を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本願発明の一態様によれば、第１および第２の電話交換装
置と、課金装置とを有する電話交換システムであって、前記第１の電話交換装置が、接続
された端末から呼の発信要求を受信した場合、前記呼ごとに発番する呼番号と発信側の電
話交換機である前記第１の電話交換装置の識別情報とを含む一意の通話識別情報を発番し
、前記端末の接続先である前記第２の電話交換装置に前記通話識別情報を送信する第１の
送信手段と、前記第１の電話交換装置が、前記端末から呼の切断要求を受信した場合、前
記通話識別情報および前記端末の通話に対する第１の課金情報を前記課金装置に送信する
と伴に、前記切断要求を前記第２の電話交換装置に送信する第２の送信手段と、前記第２
の電話交換装置が、前記切断要求を受信した場合、前記通話識別情報および前記端末の通
話に対する第２の課金情報を前記課金装置に送信する第３の送信手段と、前記課金装置が
、受信した前記通話識別情報に基づいて、前記第１および第２の課金情報を集計し、前記
端末の呼の課金情報とする課金手段と、
を具備する。
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【発明の効果】
【０００６】
　この発明によれば、統一した通話識別情報を用いて、１つの課金装置で集計し、課金処
理を行うことが可能な電話交換装置、電話交換システムおよび課金方法を提供することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、この発明の一実施形態について図面を参照して詳細に説明する。　
　図１は、この発明に係わる電話交換装置を適用した電話交換システムの構成を示す概略
構成図である。
【０００８】
　本システムは、第１の電話交換装置としてＮｏｄｅ１（１０）と、第２の電話交換装置
としてＮｏｄｅ２（１１）と、課金装置（ＳＭＤＲ：Station Management Detail Record
ing）１６とから構成されている。
【０００９】
　Ｎｏｄｅ１（１０）には、デジタル電話機の端末としてＤＫＴ１２ａ、１２ｂが接続さ
れ、Ｎｏｄｅ２（１１）には、ＤＫＴ１２ｃ、１２ｄが接続されている。なお、ＤＫＴ１
２ａ～１２ｄのそれぞれを以下、「端末」とも称す。
【００１０】
　また、Ｎｏｄｅ１（１０）およびＮｏｄｅ２（１１）は、公衆網１３、専用線であるプ
ライベート網（Ｑｓｉｇ専用線）１４、ＩＰ（Internet Protocol）網１５に接続可能で
あり、ＩＰ網１５を介して課金装置１６に接続する。
【００１１】
　図２は、Ｎｏｄｅ１（１０）の構成を示すブロック図である。なお、Ｎｏｄｅ２（１１
）も同様の構成であるものとする。
【００１２】
　Ｎｏｄｅ１（１０）は、以下のような構成となっている。すなわち、呼の開始から終了
までの課金処理を行う課金手段１７ａとデータの送受信等を行う送受信手段１７ｂとを備
え、呼が発信されると呼番号を発番する制御手段１７、呼の交換処理等を行うタイムスイ
ッチ１８、ソフトウエアを記憶するためのプログラムメモリ記憶領域１９ａと受信した課
金情報、自交換局の識別情報であるＮｏｄｅＩＤ等を記憶するデータ記憶領域１９ｂとを
備える記憶手段１９、タイムスイッチ１８とＤＫＴ１２ａ、１２ｂとを接続する内線イン
ターフェース２０、２１、タイムスイッチ１８と公衆網１３とを接続するアナログ局線イ
ンターフェース２２、タイムスイッチ１８とプライベート網１４とを接続する専用線イン
ターフェース２３、タイムスイッチ１８とＩＰ網１５とを接続するＬＡＮ（Local Area N
etwork）インターフェース２４から構成されている。
【００１３】
　図３は、課金装置１６の構成を示すブロック図である。
【００１４】
　課金装置１６は、以下のような構成となっている。すなわち、受信したＮｏｄｅＩＤ、
課金情報、呼番号等を集計、課金処理を行う集計・課金手段３０ａ（課金手段）を備える
制御手段３０、受信したＮｏｄｅＩＤ、課金情報、呼番号等を記憶する受信情報記憶領域
３１ａと受信情報から集計・合成を行った全課金情報を記憶する課金情報記憶領域３１ｂ
とを備える記憶手段３１、ＮｏｄｅＩＤ、課金情報、呼番号等の情報の送受信を行う通信
手段３２から構成されている。
【００１５】
　次に、この発明に係わる電話交換装置を適用した電話交換システムの課金方法について
説明する。
【００１６】
　この実施形態では、例えば、Ｎｏｄｅ１（１０）に接続された端末（ＤＫＴ）１２ａか
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ら公衆網１３へ発信する場合に、直接公衆網１３に発信せずに、Ｎｏｄｅ１（１０）から
、専用線を介して接続されているＮｏｄｅ２（１１）を経由して、Ｎｏｄｅ２（１１）か
ら公衆網１３へ発信する場合について説明する。

【００１７】
　図４は、呼の発側であるＮｏｄｅ１（１０）の呼の発信時の処理手順を示したフローチ
ャートである。
【００１８】
　Ｎｏｄｅ１（１０）の制御手段１７が備える送受信手段１７ｂは、内線インターフェー
ス２０を介して端末１２ａから呼の発信要求を受信する（図４のステップＳ１）。Ｎｏｄ
ｅ１（１０）の制御手段１７は、発信要求を受信すると、発信する呼に対して呼番号を発
番する（図４のステップＳ２）。呼番号は、例えば、「00001」とする。
【００１９】
　呼番号を発番したＮｏｄｅ１（１０）の制御手段１７は、当該Ｎｏｄｅ１（１０）の記
憶手段１９が備えるデータ記憶領域１９ｂに記憶されているＮｏｄｅＩＤ（第１の電話交
換装置の識別情報）を読み出す（図４のステップＳ３）。Ｎｏｄｅ１（１０）のＮｏｄｅ
ＩＤは、例えば、「10001」であるものとする。
【００２０】
　Ｎｏｄｅ１（１０）の制御手段１７は、発番した呼番号「00001」と、読み出したＮｏ
ｄｅＩＤ「10001」とから、一意の通話識別情報を作成し、記憶手段１９のデータ記憶領
域１９ｂに記憶する（図４のステップＳ４）。通話識別情報は、例えば、連続した文字列
であり、通話識別情報を呼番号＋ＮｏｄｅＩＤとすると、「00001」＋「10001」＝「0000
110001」となる。
【００２１】
　Ｎｏｄｅ１（１０）の制御手段１７は、専用線インターフェース２３を介して、プライ
ベート網１４である専用線を補足すると（図４のステップＳ５）、プライベート網１４に
作成した通話識別情報を発信要求と伴にＮｏｄｅ２（１１）に送出する（図４のステップ
Ｓ６）。
【００２２】
　通話識別情報および発信要求の送出を行うと、Ｎｏｄｅ１（１０）の制御手段１７が備
える課金手段１７ａは、呼の課金処理を開始する（図４のステップＳ７）。
【００２３】
　図５は、呼の着側であるＮｏｄｅ２（１１）の呼の発信時の処理手順を示したフローチ
ャートである。
【００２４】
　Ｎｏｄｅ２（１１）の制御手段１７が備える送受信手段１７ｂは、Ｎｏｄｅ１（１０）
からの発信要求を受けると、プライベート網１４である専用線を補足し、発信要求を受信
する（図５のステップＳ２０）。
【００２５】
　発信要求を受信したＮｏｄｅ２（１１）の制御手段１７は、呼番号を発番する（図５の
ステップＳ２１）。
【００２６】
　Ｎｏｄｅ２（１１）の制御手段１７が備える送受信手段１７ｂは、通話識別情報を受信
し、記憶手段１９のデータ記憶領域１９ｂに記憶する（図５のステップＳ２２）。
【００２７】
　続いて、Ｎｏｄｅ２（１１）の制御手段１７は、アナログ局線インターフェース２２を
介して公衆網１３である外線を補足し、端末１２ａを公衆網１３へ接続する（図５のステ
ップＳ２３）。
【００２８】
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　続いて、Ｎｏｄｅ２（１１）の制御手段１７が備える課金手段１７ａは、呼の課金処理
を開始する（図５のステップＳ２４）。
【００２９】
　図６は、Ｎｏｄｅ１（１０）の呼の終了時の処理手順を示したフローチャートである。
【００３０】
　Ｎｏｄｅ１（１０）の制御手段１７が備える送受信手段１７ｂは、内線インターフェー
ス２０を介して端末１２ａから呼の切断要求を受信すると、端末１２ａを終話させ、専用
線であるプライベート網１４を解放し、呼番号を解放する（図６のステップＳ１０）。
【００３１】
　Ｎｏｄｅ１（１０）の制御手段１７が備える課金手段１７ａは、課金処理を終了し、第
１の課金情報として、課金情報を作成する（図６のステップＳ１１）。
【００３２】
　Ｎｏｄｅ１（１０）の制御手段１７は、記憶手段１９のデータ記憶領域１９ｂに記憶さ
れている通話識別情報を読み出し、課金情報（第１の課金情報）、通話方向特定情報（第
１の通話方向特定情報）と伴にＬＡＮインターフェース２４、ＩＰ網１５を介して課金装
置１６に送信する（図６のステップＳ１２）。なお、通話方向特定情報（第１の通話方向
特定情報）は、端末１２ａとプライベート網（専用線）１４間であるという情報であり、
例えば、「端末－プライベート網」という情報である。
【００３３】
　Ｎｏｄｅ１（１０）の制御手段１７は、受信した切断要求、通話識別情報、専用線解放
要求を専用線インターフェース２３を介して専用線であるプライベート網１４へ送出し、
Ｎｏｄｅ２（１１）に送信する（図６のステップＳ１３）。
【００３４】
　図７は、Ｎｏｄｅ２（１１）の呼の終了時の処理手順を示したフローチャートである。
【００３５】
　Ｎｏｄｅ２（１１）の制御手段１７が備える送受信手段１７ｂは、専用線インターフェ
ース２３を介してＮｏｄｅ１（１０）から切断要求、通話識別情報、専用線解放要求を受
信すると、専用線であるプライベート網１４および公衆網１３を解放し、呼番号を解放す
る（図７のステップＳ３０）。
【００３６】
　Ｎｏｄｅ２（１１）の制御手段１７が備える課金手段１７ａは、課金処理を終了し、第
２の課金情報として、課金情報を作成する（図７のステップＳ３１）。
【００３７】
　Ｎｏｄｅ２（１１）の制御手段１７は、記憶手段１９のデータ記憶領域１９ｂに記憶さ
れている通話識別情報を読み出し、課金情報（第２の課金情報）、通話方向特定情報（第
２の通話方向特定情報）と伴にＬＡＮインターフェース２４、ＩＰ網１５を介して課金装
置１６に送信する（図７のステップＳ３２）。なお、通話方向特定情報（第２の通話方向
特定情報）は、プライベート網（専用線）１４および公衆網１３間であるという情報であ
り、例えば、「プライベート網－公衆網」という情報である。
【００３８】
　課金装置１６の通信手段３２は、Ｎｏｄｅ１（１０）およびＮｏｄｅ２（１１）から受
信した情報を課金装置１６の記憶手段３１の受信情報記憶領域３１ａに記憶する。
【００３９】
　図８は、課金装置１６の記憶手段３１の受信情報記憶領域３１ａに記憶された受信情報
を示した模式図である。
【００４０】
　課金装置１６は、Ｎｏｄｅ１（１０）およびＮｏｄｅ２（１１）から受信した情報を図
８に示すように、例えば受信した順番に受信番号を付し、記憶する。
【００４１】
　受信番号１は、通話識別情報「110001」、通話方向特定情報「端末－プライベート網」
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、課金情報「２０円」であり、受信番号２は、通話識別情報「205353」、通話方向特定情
報「プライベート網－公衆網」、課金情報「１１０円」であり、受信番号３は、通話識別
情報「102353」、通話方向特定情報「端末－プライベート網」、課金情報「９０円」であ
り、受信番号４は、通話識別情報「110001」、通話方向特定情報「プライベート網－公衆
網」、課金情報「３０円」であり、受信番号５は、通話識別情報「205353」、通話方向特
定情報「端末－プライベート網」、課金情報「４６０円」である。受信番号６は、通話識
別情報「102353」、通話方向特定情報「プライベート網－公衆網」、課金情報「４６０円
」である。
【００４２】
　課金装置１６の集計・課金手段３０ａ（課金手段）は、通話識別情報を基準として、通
話識別情報ごとに集計する。
【００４３】
　図９は、集計処理を行った受信情報を示した模式図である。
【００４４】
　通話識別情報が一致する受信番号を選択し、課金情報の合計を端末（ＤＫＴ）から行わ
れた呼の全課金情報とする。すなわち、受信番号１と受信番号４とは、通話識別情報「11
0001」が共通し、通話方向特定情報が「端末－プライベート網」および「プライベート網
－公衆網」であるので、端末から公衆網に発信された同じ「呼」の課金情報であるとみな
し、課金情報の２０円と３０円を合計し、５０円を「呼」の全課金情報とする。
【００４５】
　以下、同様にして、受信番号３と受信番号６とは、通話識別情報「102353」が共通し、
通話方向特定情報が「端末－プライベート網」および「プライベート網－公衆網」である
ので、端末から公衆網に発信された同じ「呼」の課金情報であるとみなし、課金情報の９
０円と１０円を合計し、１００円を「呼」の全課金情報とする。
【００４６】
　また、受信番号５と受信番号２とは、通話識別情報「205353」が共通し、通話方向特定
情報が「端末－プライベート網」および「プライベート網－公衆網」であるので、端末か
ら公衆網に発信された同じ「呼」の課金情報であるとみなし、課金情報の４６０円と１１
０円を合計し、５７０円を「呼」の全課金情報とする。
【００４７】
　集計された全課金情報は、課金装置１６の記憶手段３１が備える課金情報記憶領域３１
ｂに記憶し、課金処理を終了する。
【００４８】
　以上より、端末から発信される「呼」に対して、統一した１つの通話識別情報を用いて
、課金情報を課金装置で集計することにより、従来において必要であった課金情報の取り
纏め装置が不要となり、課金装置が単体ですべての課金処理を行うことができる。
【００４９】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】この発明に係わる電話交換装置を適用した電話交換システムの構成を示す概略構
成図。
【図２】Ｎｏｄｅ１の構成を示すブロック図。
【図３】課金装置の構成を示すブロック図。
【図４】呼の発側であるＮｏｄｅ１の呼の発信時の処理手順を示したフローチャート。
【図５】呼の着側であるＮｏｄｅ２の呼の発信時の処理手順を示したフローチャート。
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【図６】Ｎｏｄｅ１の呼の終了時の処理手順を示したフローチャート。
【図７】Ｎｏｄｅ２の呼の終了時の処理手順を示したフローチャート。
【図８】課金装置の記憶手段の受信情報記憶領域に記憶された受信情報を示した模式図。
【図９】集計処理を行った受信情報を示した模式図。
【符号の説明】
【００５１】
１２ａ～１２ｄ…ＤＫＴ、１２ａ…端末、１３…公衆網、１４…プライベート網、１５…
ＩＰ網、１６…課金装置、１７ａ…課金手段、１７ｂ…送受信手段、１７…制御手段、１
８…タイムスイッチ、１９ａ…プログラムメモリ記憶領域、１９ｂ…データ記憶領域、１
９…記憶手段、２０、２１…内線インターフェース、２２…アナログ局線インターフェー
ス、２３…専用線インターフェース、２４…ＬＡＮインターフェース、３０…制御手段、
３０ａ…集計・課金手段、３１…記憶手段、３１ａ…受信情報記憶領域、３１ｂ…課金情
報記憶領域、３２…通信手段。

【図１】 【図２】



(9) JP 4955945 B2 2012.6.20

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】



(10) JP 4955945 B2 2012.6.20

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０９－１７２５０８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－３２６７９２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０１－１１５２６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表平１１－５０２６８４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｍ　　１５／００　　　　
              Ｈ０４Ｍ　　　３／００　　　　
              Ｈ０４Ｑ　　　３／５８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

